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随
一
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア

ネ
ッ
ト
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
千

々
本
岡
出
店
脱
戸
内
改
革
振

興
会
創
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ア

ー
ト
ス
タ
ン
プ
三
好
野
本
店

　
友
野
印
刷

　
‐
四
日
杢
蛮
吟
社
ラ

バ
Ｅ

圓
Ｊ
Ｒ
Ｓ
日
本
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
岡
山
支
店

「人道援助の訓ﾐ都市」

　　ＡＭＤＡの菅波

　∧代表が基調講演
　
パ
ネ
ル
も
展
示

　
一
演
会
は
2
9
目
午
後
１
時
緊

か
ら
、
岡
山
市
伊
相
町
の
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
哨
心
女
子
大
で
行
わ

れ
る
。
政
経
新
聞
、
サ
ン
ケ
イ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
後
援
で
有
森

ａ
ｌ

剔
り
副
馴
り
リ
ヅ
ハ
会
場
ｖ
岡
山
市
伊
拐
町
Ａ
本
部
廓
務
局
ａ
０
８
６
・

ス
｀
‐
‘
Ｊ
Ｉ
ツ
ロ
イ
　
２
．
１
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
箭
２
６
４
・
７
７
３
０
５
ノ
ー
ー

“
討
㈲
Ｕ
昆
ご
剔
獄
カ
リ
タ
栄
‐
ふ
ダ
命
・
今
大
賢

数
錆
頑
詐
、

（

ゴ
ノ
ぁ
ｙ
誌
巾
鰐

口
．
Ｅ
。
。
１
１

扁
無
料
）
な
ど
が
ぁ
る
。

　
基
調
湯
池
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
　
会
ぷ
内
に
は
、
パ
ネ
ル
展
示
　
今
際
固
Ａ
有
森
裕
子
〉

の
菅
肢
茂
氏
で
、
テ
ー
マ
は
の
ほ
か
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
国
　
昭
和
4
1
年
1
2
月
1
7
口
星
ま

［
人
道
援
助
の
財
一
都
市
］
。
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ビ
デ
オ
岡
山
県
出
身
、
3
0
丿

特
別
哨
演
の
有
森
選
手
は
、
昨
が
ヒ
映
さ
れ
９

Ｓ
Ｍ
ｔ
2
9
肩
6
5
、
体
重
4
9
～
。

年
狸
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
行
わ
口
の
み
。
パ
ネ
ル
展
示
は
3
1
日
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ｋ

れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
国
際
か
ら
４
月
５
日
ま
で
同
大
学
所
属
。
陸
上
は
岡
山

れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
国
際
か
ら
４
月
５
日
ま
で
同
大
学
所
属
。
陸
上
は
｀

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
体
験
談
を
で
。
４
月
６
口
か
ら
1
3
Ｈ
ま
で
へ
進
学
し
て
か
こ

中
心
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
救
済
は
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
構
内
で
炭
示
体
大
１
年
の
時
、

を
唇
た
る
。
　
　
　
　
さ
れ
そ
　
　
　
　
　
レ
３
０
０
０
Ｍ

　
１
胃
如
法
沙
屑
町

ｓ
　
「
ノ
ー
ト
ル
ｙ
会
心
享
大
」
ｔ

-

　 ＝

ミ ー

㎜ 皿

一 一

一 一

〃

む

の
支
援
や
難
民
の
救
済
、

そ
し
て
医
療
の
充
実
を
め

ざ
そ
う
と
講
演
会
が
2
9

日
ヽ
岡
山
市
内
で
開
か
れ

る
ｃ
岡
山
っ
子
の
優
し
さ

と
い
た
わ
り
の
心
で
、
人

道
援
助
の
か
け
橋
を
、
包

づ
け
て
国
際
貢
献
都
市
岡

山
よ
り
愛
を
こ
め
て
Ｉ
カ

ン
ボ
ジ
ア
・
エ
イ
ド
」
。

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
、
有
森
裕
子
選

手
（
リ
ク
ル
ー
ト
）
が
特

別
講
演
す
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
内
戦
や

地
雪
で
傷
つ
い
た
子
ど
も

た
ち
が
救
済
の
孚
を
待
っ

て
い
る
。
診
察
に
治
療
に

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
班
は
懸
命

　
い
ま
、
一
番
輝
い
て
い
る
女
フ
マ
ラ
ソ
ン
。
テ
ー
マ
は
、
参
加
す
べ
き
だ
と
忠
い
ま
し
た
に
出
場
し
た
が
、
何
度
も
折
り

性
と
い
え
は
、
有
森
迦
手
だ
ろ
「
対
人
池
田
で
手
足
を
矢
っ
た
け
れ
ど
、
ま
ず
参
加
す
る
こ
と
’
返
し
点
を
往
復
、
７
供
達
に
声

う
こ
流
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
犠
牲
者
・
子
供
た
ち
に
愛
の
義
に
意
義
か
あ
る
の
で
は
と
思
い
を
か
け
な
が
ら
走
っ
た
。

国
際
的
な
社
会
貞
献
へ
の
ポ
ラ
足
を
Ｉ
」
だ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ク
ま
し
た
。
自
分
で
見
て
、
肌
で
　
「
ネ
バ
ー
・
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
２
つ
の
釦
を
ア
に
は
人
ｎ
と
ほ
ぽ
同
じ
１
０
感
じ
て
２
回
目
に
参
加
す
る
自
　
フ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
」

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
　
０
０
万
個
も
の
地
雷
が
残
っ
て
分
が
も
っ
と
大
事
じ
ゃ
な
い
の
　
痢
る
宮
ぴ
を
力
に
・
…
彼
女

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　
ラ
ン
ナ
ー
の
顔
は
、
よ
く
ご

存
知
だ
ろ
う
。
9
2
年
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
、
昨
年

の
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
で
は
、
猛

誹
の
な
か
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
、

華
々
し
い
活
躍
で
国
民
を
熱
狂

さ
せ
た
。

　
彼
女
の
も
う
ひ
と
つ
の
よ
さ

は
ｔ
優
し
さ
″
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
生
き
か
い
を
見
い
だ
し
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
昨
年
1
2

月
、
カ
ン
ボ
？
ア
で
行
わ
れ
た

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
国
際
ハ
ー

心
優
し
い
ヒ
ロ
イ
ン

筒
后
匹
子
ら
を
励
ま
し
て
走
る

て人向た　い

　｀･一き1，1る

振のま迷招と

底限しう待い

のかたごぎわ

旧｀゛“｀

　Tたカなてて

で状ンくうい

理睨ポ珈れる

解にタ

laしａ

し･つアヘ・1

で.いα5111.っ

？

！

　
ど
な
ｔ
、
こ
ぅ
い
ぅ
″
　
　
１
　
　
馬
偏
μ
彫
の
≒

い
方
を
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ボ
ジ
ア
を
心
っ
て
］

す
け
れ
ど
、
今
回
は
走
る
こ
と
れ
た
。
か
え
り
て
く
る
不
但
漣
そ
ぅ
と
い
う
霜
葉
は
あ
て
は
ま
　
熱
い
ハ
ー
ト
に
包
ま
れ
た

か
拐
意
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
の
口
が
き
れ
い
だ
。
地
雷
な
ど
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
必
さ
″
女
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
救
済
へ

す
」
　
　
　
　
　
　
で
足
を
欠
っ
た
７
.
供
達
も
一
生
を
皆
ご
っ
た
。
　
　
立
ち
上
か
っ
た
。

　
多
く
の
7
.
供
達
に
笑
順
を
送
懸
命
に
生
き
て
い
る
。
か
わ
い
　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
感
激
を
、

地
雷
と
ウ
ツ
の
Ｉ

紀
か
ら
１
５
世
紀
。
ク
メ
ー
ル
帝
立
し
た
が
、
す
ぐ
べ
‘

国
時
代
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
ご
フ
オ
争
に
巻
き
込
ま
れ
、

ス
を
支
配
し
た
。
ま
た
、
都
城
ぎ
。

に
財
界
辿
産
の
仏
教
寺
院
遺
跡
　
と
く
に
１
９
７
５
・

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
仙
辿
。

武
力
だ
け
で
な
く
、
文
化
、
芸

術
、
科
学
で
も
東
南
ア
？
ア
で

ｌ
ｌ
ｌ
酢
こ
ａ
し

い
つ
予
、
足
を
飛
ぱ
さ
れ
る
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
　
‘
Ｓ
・
｛
’
　
波
Ｄ

Ｑ
か
ら
な
い
対
人
地
雷
の
恐
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
　
　
　
。
、
管
Ｍ

ア
ジ
ア
で
国
連
で
厚
い

篇

萱
咳
茂
氏
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
は

く
、
海
外
無
数
に
あ
る
が
、
そ
の
申
で
も

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
い
る

。
駁
は

ｏ
人
ヽ
霖
　
国
内
で
も
「
7
2
時
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
推
進
　
誤
射
ポ
？
ァ
・
エ
ィ

　
　
　
　
ー

て
難
民
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
出
悟
だ
　
１
９
７
９
年
に
べ

靫
災
均
で
し
、
国
連
や
ア
ジ
ア
名
詞
の
信
が
ポ
ル
・
ポ
ト
恐
縮

晦
を
行
っ
順
も
格
別
に
大
き
い
。
　
倒
し
た
が
、
再
び
・

医
学
の
恩
　
こ
の
愛
の
集
団
か
、
今
回
、
へ
。
や
っ
と
１
９
９

の
た
め
に
ア
ト
ラ
ン
タ
紅
絵
の
花
ｌ
有
森
連
ボ
の
力
で
現
在
の

衛
生
の
指
唐
子
を
む
か
え
、
地
元
岡
山
で
れ
た
。
3
0
年
の
内
戦

　
　
　
　
全
力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
い
る
ら
ま
か
れ
た
対
人
拙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
の
対
人
地
雷
被
Ｗ
者
へ

燃
え
る
忠
い
で
協
力
し
、
フ
ッ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
飛
ん
だ
。
導
、
教
育
に
も
当
た
っ
て
い
の
心
身
の
ケ
ア
。
内
戦
の
扱
蔵

ト
ワ
ー
ク
抜
群
の
国
際
医
療
集
　
「
難
民
を
自
分
鳶
の
于
で
救
る
。
　
　
　
　
　
症
で
あ
る
ウ
ツ
の
洽
鰐
。
創
設

団
を
結
成
し
て
い
る
ー
　
　
い
た
い
」
　
　
　
　
　
一
方
、
国
内
で
も
阪
神
・
肢
の
原
点
と
な
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

　
束
京
オ
フ
ィ
ス
の
ほ
か
、
世
　
し
か
し
、
自
分
達
の
力
と
経
路
大
賀
災
の
救
援
咽
動
な
ど
民
が
、
い
ま
も
泣
い
て
い
る
。
国
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｜
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